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論文内容の要 旨

内蛾 Reticulitermes Virginicus の“j立しるべ物質"を (1蛾及び木材を腐蝕するカピ

Rinzites trabea Pres. tとより腐蝕した木材より分離した。 六段階の精製過れを経て 15kg の

木材より 100μg， 385g の l;J蛾より 1μg の精製物を分離した。 同物質は各府:クロマトグラフィ

ー，化学的定性分析により同一物質であることが判明した。 100μg の精製物を用いたスペクトノレ

分析及び合成類似化合物の生物試験より， 物質の構造は cis-3， cis-6 , trans-8-dodecatrien-1-

01 又は cis-3， trans-6 , cis-8-dodecatrien-1-01 のいづれかであると推定された。 同物質を

それぞれ六段階の合成過程で作り， その生物活性試験より“道しるべ物質"は cis-3， cis-6, 

trans-8-dodecatrien-1-01 であることを確認した。 合成物のスベクトノレ及びクロマトグラブイ

ーによる分析結果は天然物と全く同じであった。 この物質は 10- Sl.tg で 10cm の人工通路をス

リガラス板上に作り完全に白蟻をその上を往復させる生物活性を示した。

論文の審査結果の要旨

白蟻の働き蟻の後尾から pheromone の一種である“道しるべ物質"が分泌されることは1961

年に， また， つづいて一種のカピ (Rinzites trabea) によって腐蝕された木材の抽出液中にも

白蟻の働き蟻を強く誘引する物質の存在することが見出され， しかも両者の諸性質が一致するこ

とが明らかにされたが，その物質の単離同定は残されていた。

田井君の論文は白蟻および腐蝕木材から有効成分をそれぞれ抽出，分離，精製してその構造決

定ならびに合成を行なったものである。

- 56-



n- ペンタンによる抽出物の中から微量の揮発性有効成分の濃縮，分離には苦労したが， 有効

成分の沸点に近い沸点を持った飽和炭化水素(ヘキサデカン)を用いた減圧下の共蒸溜で好結果

が得られた。共溜出した活性成分をカラムクロマトグラフィ，薄層クロマトグラフィ，次いで分

取ガスクロマトグラフィによる精製を 2 回行ない， 結局 15kg の腐蝕木材より約 100μg，白蟻

380g (25万匹)よりいg の精製物の単離に成功した。両有効成分が同一であることはクロマト

グラフィにおける挙動，紫外吸収スペクトノレおよび化学試験の結果から確認された。

“道しるべ物質"の構造は各種クロマトグラフィにおける挙動，化学処理による活性の変化，還

元でかドデカノーノレを生成すること，および各種スペクトノレ分析の解析から 3， 6, 8-dodecatrien-

1-01 (Ia) か，あるいは 3， 5, 8-dodecatrien-1-01 (Ib) であって，二重結合はシスートランス共

役系とシス二重結合が 1 個づ、つ存在することが推定された。 (Ia) か (Ib) か， さらにいかなる

幾何異性体であるかを推定するため， まず 8 位の二重結合のない dodecadien-1-01 の 3 ， 5- お

よび 3 ， 6 一異性体のすべての立体異性体を合成してその生物活性を比較した結果(シス -3，シ

ス -6) 二重結合が 3 ， 5 一二重結合のすべての立体異性体より活性に強い効果を示したことから，

天然物は (Ia) に相当する構造であると推定されたので，最後に (Ia) の(シス -3， シス -6，

トランス -8) ; (シスー3， トランス -6， シス -8) および全シス異性体をそれぞれ適当な原科

より合成して比較した結果 cis-3， cis-6, trans-8-dodecatrien-1-01 (次式)が白蟻“道しるべ物

質"と完全に一致することが判明した。

CI{,CIIi:H2" /H  

~=c， /CH2..... / CH2CH20H 
H/¥/2¥/  

c=C C=c. 
H/  'H H/  "'H “白蟻道しる・ベ物質"

以上田井君は白蟻の“道しるべ物質"の単離精製にはじめて成功し，得られた微量の有効成分

について注意深い構造解析と合成化学的な構造と生理活性との関係からの追求からその構造決定

並びに合成にも成功したもので， pheromone の化学に貴重な知見を加えた。よって田井君の研

究は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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